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愛
南
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の
注
目
記
事

町
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

愛
南
こ
み
ゅ
に
け
ー
し
ょ
ん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

あ
い
な
ん
掲
示
板

愛
は
南
か
ら

目
次

表
紙
の
写
真
コ
メ
ン
ト

10
月
10
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
南
レ
ク
城

辺
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
「
愛
ー
1
グ

ラ
ン
プ
リ
2
0
0
9
」
4
0
0
m
リ
レ
ー
競
技
の
様

子
で
す
。
詳
細
は
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

愛南トピックス

2341718202224

鯨に襲われた言い伝えから、旧暦8月12日には漁に
出ないという「漁止め祭り」で、神輿を担ぐ柏崎地
区の皆さんです。(9/30)

瀬戸内海小型船安全協会が、宇和島海上保安部・
B&G海洋クラブの協力を得て、御荘湾内で海洋性ス
ポーツの体験事業を行い、約30名の参加者がシーカ
ヤックやOPヨットを体験しました。(9/13)

愛南町消防団御荘方面隊第1分団が、消防ポンプ積
載車の定期放水点検にあわせて、僧都川で河川清掃
を行いました。(9/11)

愛南町新庁舎建設計画町民検討委員会(德岡 朗
あきら

委員
長ほか18名)が、清水町長に「新庁舎建設に係る検
討状況中間報告書」を提出しました。(9/25)
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町
長
の
行
動

　

9
月
は
、一
本
松
地
域
町
政
懇
談
会
（
16
日
）、

パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
審
査
会
（
17
日
）、
秋
の
交
通
安
全
祈
願

祭
（
21
日
）、
県
町
村
会
全
員
連
絡
会
（
24
日
、

松
山
市
）、
人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
（
25
日
）、

高
齢
者
交
通
安
全
運
動
会
（
26
日
）、
サ
ン
パ
ー

ル
取
締
役
会
（
29
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

10
月
は
、
四
国
四
県
町
村
長
大
会
（
1
日
、

高
知
市
）、
船
舶
職
員
養
成
講
習
会
開
校
式
（
2

日
）、
宇
和
島
広
域
事
務
組
合
運
営
審
議
会
・

本
会
議
（
2
日
、
宇
和
島
市
）、
日
本
赤
十
字

愛
媛
県
支
部
創
設
1
2
0
周
年
記
念
大
会
（
3

日
、松
山
市
）、環
境
対
策
委
員
会
（
7
日
）、パ
ー

ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
（
10
日
）、
い
ち
ご
祭
（
11
日
）、
自
主
防
災

組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
12
日
）、
愛
南
町
戦

没
者
追
悼
式
（
15
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

今号の注目記事

「秋の全国交通安全運動」最終日に、国道56号線
(須ノ川)で「交通安全茶屋」が実施され、ドライ
バーに安全運転を呼びかけました。(9/30)

篠山小中学校体育館で、「どろんこサッカー大会
フォトコンテスト」公開審査会が行われ、21点の入
賞作品が選ばれました。(10/3)

「いちご祭」に登場した一本松地区の唐獅子です。
ちょっと早い秋祭りムードとなりました。(10/11)

先の大戦から64年。
戦没者の方々に対し
追悼の誠を捧げ、平
和を祈念する「愛南
町戦没者追悼式」
が、御荘文化セン
ターで開催されまし
た。(10/15)

DE・あ・い・21で、「パールジュエリー・デザインコ
ンテスト作品審査会」が行われ、111点の入賞作品が
選ばれました。(9/17) 【P18参照】 【P6参照】

【P19参照】 【P18参照】
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
21
年　

　

第
３
回
町
議
会
定
例
会

学
校
教
育
課
か
ら

平
成
21
年
第
２
回

篠
山
小
中
学
校
組
合

議
会
定
例
会

総務課から

人事異動のお知らせ！

企
画
財
政
課
か
ら

「
愛
南
町
の
歌
・
音
頭
発
表
会
」

の
お
知
ら
せ
！

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
21
年

第
３
回
議
会
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
始
め
に
清
水
町
長
が
「
森も

林り

と
緑
の
推
進
協
議
会
」
担
当
職
員
に

よ
る
同
協
議
会
資
金
の
着
服
事
件
に

つ
い
て
陳
謝
し
、
「
公
金
の
安
全
か

つ
効
率
的
な
管
理
運
営
を
行
う
た
め

に
、
副
町
長
を
委
員
長
と
す
る
公
金

管
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
公
金
取

扱
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
等
に
よ
る
再
発

防
止
に
努
め
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
態
を
招
か
な
い
よ
う
取
り
組
み
ま

す
」
と
、
招
集
の
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
20
年
度
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
、
町
立
保
育
所
条
例
等

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
21
年

第
２
回
篠
山
小
中
学
校
組
合

議
会
定
例
会
が
行
わ
れ
、
平
成
20
年

度
一
般
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、

教
育
委
員
に
國
松
正ま

さ

人と

さ
ん
（
正

木
）
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
受
け

ま
し
た
。

新所属 旧所属 職名 氏名

財産管理課 
住宅係

生涯学習課 
スポーツ振興係

係長 伊田　光
みつ

洋
ひろ

生涯学習課 
スポーツ振興係

正木公民館
 （併）総務課 地域支援係
 （併）町民課 住民係
 （併）会計課 出納係

係長 鎌田  　先
おさむ

　平成21年10月1日付け発令で、次のとおり人事
異動を実施しましたのでお知らせします。

の
一
部
改
正
が
４
議
案
、
平
成
21
年

度
一
般
会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
、

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
簡
易

水
道
特
別
会
計
の
各
補
正
予
算
が
６

議
案
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
、
訴
訟
の
提
起
が

２
議
案
、
損
害
賠
償
の
和
解
、
経
済

危
機
対
策
の
着
実
な
実
行
を
求
め
る

意
見
書
な
ど
、
計
15
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
草
木
原
由よ

し

幸ゆ
き

・
飯
田
利と

し

久ひ
さ

・
内
倉
長

ち
ょ
う
ぞ
う蔵

・
宮
下
一い

ち

郎ろ
う

・
西
口 

孝
た
か
し

の
各
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は

２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
「
愛
南

町
の
歌
・
音
頭
発
表
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

11
月
23
日（
月
・
祝
）14
時
〜

会
場　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

町
民
憲
章
紹
介
、
愛
南
町
の

歌
・
音
頭
発
表
、
ふ
る
さ
と
親
善
大

使
委
嘱
式
、
山
本
智さ

と

子こ

コ
ン
サ
ー
ト

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整

理
券
が
必
要
で
す
。
本
庁
及
び
各
支

所
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
お
求
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
場
整
理
券
は
１
人
１
枚
と
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

 9/
   29

  9/   

 10～18

山本智
さとこ

子さん



5 広報　　　　　　　　平成21年11月号

宇
和
島
保
健
所
か
ら

「
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」

の
お
知
ら
せ
！

生
涯
学
習
課
か
ら

「
愛
南
町
文
化
祭
」開
催
の

お
知
ら
せ
！

町
民
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の

お
知
ら
せ
！

税
務
課
か
ら

12
月
は
滞
納
整
理
強
化

月
間
で
す
！

　

県
で
は
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識

の
普
及
を
図
り
、
感
染
防
止
、
エ
イ

ズ
へ
の
誤
解
・
偏
見
の
な
い
環
境
を

作
る
こ
と
を
目
的
に
、
12
月
１
日
か

ら
12
月
７
日
を
『
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防

週
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
保
健
所
で
は
、
次
の
日
程

で
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿

名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合
は
、

当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
の
可
能

性
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
感
染

の
機
会
か
ら
３
か
月
以
上
経
っ
て
か

ら
の
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
文
化
祭
は
「
み
ん
な
で
築

こ
う　

愛
南
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、

町
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
各
種
団
体

に
よ
り
、
日
頃
の
成
果
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日（
土
）９
時
〜
17
時

　
　
　

11
月
22
日（
日
）９
時
〜
16
時

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

【
展
示
・
発
表
】

　
　
　

城
の
辺
学
習
館
【
展
示
】

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

夜
間
検
査
日
時　

　

12
月
１
日（
火
）17
時
〜
20
時

※
通
常
の
エ
イ
ズ
検
査
は
、
毎
週
火

曜
日
（
10
時
〜
11
時
）
で
す
。

場
所　

宇
和
島
保
健
所

　
　
　

（
南
予
地
方
局
１
階
）

問
い
合
わ
せ

宇
和
島
保
健
所　

感
染
症
対
策
係

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）

〈
内
線
２
５
７
〉

　

10
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら

辻 

清き
よ

志し

さ
ん
（
御
荘
平
城
）
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご

と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０)

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
） 　

12
月
は
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間

で
す
。
愛
南
町
で
も
、
愛
媛
県
及
び

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と
一
丸

と
な
っ
て
納
期
限
内
納
付
を
さ
れ
て

い
る
納
税
者
と
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
期
間
中
は
滞
納
処
分
等
に

よ
る
滞
納
整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し

ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
納
税
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
納
税
相
談
及
び
納
付
を

受
付
し
ま
す
。

納
税
相
談
窓
口

（
設
置
場
所

：

本
庁 

税
務
課
）

平
日　

12
月
７
日（
月
）〜
25
日（
金
） 

　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

休
日　

12
月
６
日（
日
）、
13
日（
日
） 

　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）
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総
務
課
か
ら

交
通
事
故
ゼ
ロ
を

め
ざ
し
て
！

DE
・
あ
・
い
・
21
か
ら

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海 

あ
い
な
ん「
河
島
翔
馬 

花
へ

ん
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」！

愛
媛
労
働
局
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

「
『
ま
あ
い
い
か
』
、
そ
の

気
持
ち
が
、
事
故
を
ま
ね

く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月
21
日

か
ら
30
日
ま
で
、
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
南
宇
和
交
通
安
全
協

会
・
愛
南
町
交
通
安
全
推
進
協
議

会
・
愛
南
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議

会
・
愛
南
警
察
署
に
よ
り
、
初
日
の

  9/   

 21～30

21
日
に
、
御
荘
平
城
の
八
幡
神
社
で

「
交
通
安
全
祈
願
祭
」
を
実
施
し
、

終
了
後
４
班
に
分
か
れ
て
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、
南
宇
和
自
動
車
教
習

所
で
「
高
齢
者
交
通
安
全
運
転
教

室
」
、
26
日
に
は
、
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
「
高
齢
者
交

通
安
全
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し

た
競
技
や
講
話
に
よ
り
、
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
最
終
日
の
30
日
に
は
須
ノ
川

海
岸
沿
い
の
国
道
56
号
線
で
「
交

通
安
全
茶
屋
」
を
実
施
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

高齢者交通安全運動会

 9/
   26

 9/
   21

交通安全祈願祭

　

11
月
14
日
、
15
日
開
催
の
「
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海 

あ
い
な

ん
」
に
あ
わ
せ
て
、
「
花
へ
ん
ろ
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
は
「
酒
と
泪
と
男
と
女
」
、「
野
風

増
」
、「
時
代
お
く
れ
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
で
お
な
じ
み
の
故
河
島
英え

い

五ご

さ

ん
の
長
男
で
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
河
島
翔し

ょ
う
ま馬

さ
ん
か
ら
歌
の

　

１
９
８
２
年
生
ま
れ　

父
河
島
英
五
亡
き

後
、
そ
の
意
思
を
継
ぎ
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
活
動
。
２
０
０
４
年
父
の
供
養

の
た
め
に
、
ギ
タ
ー
で
の
奉
納
演
奏
を
し
な
が

ら
、
「
四
国
八
十
八
か
所
・
別
格
霊
場
二
十
か

所
」
や
「
石
鎚
山
」
な
ど
の
お
遍
路
道
全
１
，

５
０
０
㎞
の
行
程
を
２
か
月
か
け
て
完
歩
。
現

在
、
自
然
保
護
を
訴
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

河島翔
しょうま

馬さん

「
お
接
待
」
を
い
た
だ
き
ま
す
。
多

く
の
方
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

11
月
14
日（
土
）

　
　
　

開
場
17
時
30
分　

開
演
18
時

場
所

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
、

中
学
生
以
下
は
整
理
券
が
必
要
）

チ
ケ
ッ
ト
・
整
理
券
取
扱
所

　

役
場
本
庁
・
各
支
所
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
、
DE
・
あ
・
い
・
21

問
い
合
わ
せ

　

DE
・
あ
・
い
・
21（
℡
８
５
―

１
０
２
１
）

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
内
容
等

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
事
業
主
の

方
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用

管
理
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
専
門
職
員
で
あ
る

「
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
プ
ラ
ン

ナ
ー
」に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
労
働
局
雇
用
均

等
室（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
２
２
）
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町
民
課
か
ら

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
療
養
費
制
度
が
始
ま
り

ま
す
！

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
さ

ら
に
年
単
位
で
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

〜
こ
の
よ
う
に
負
担
が

　
　
　
　

軽
減
さ
れ
ま
す
〜

○
こ
れ
ま
で
は
、
例
え
ば
１
年
間

で
、
医
療
保
険
で
25
万
円
、
介
護
保

険
で
25
万
円
を
支
払
い
、
年
間
の

負
担
が
50
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、

○
こ
れ
か
ら
は
、

　

年
間
50
万
円
を
支
払
っ
た
後
、

支
給
の
申
請
を
す
る
と
、
基
準

額
：
31
万
円
（
世
帯
員
全
員
が
町

民
税
非
課
税
の
場
合
）
を
超
え
た

金
額
（
19
万
円
）
を
お
返
し
す
る

こ
と
に
よ
り
、 

年
間
の
負
担
が

31
万
円
に
な
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方
は
、
同
じ
医
療
保

険
の
世
帯
内
で
、
一
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
（
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
除
い
た
額)

を
合
計

し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ

の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
費
助
成
制
度
（
乳

幼
児
・
母
子
・
重
心
）
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
の
医
療
保
険
分
の
支
給

は
、
委
任
状
を
い
た
だ
き
愛
南
町
が

受
領
し
ま
す
。

※
医
療
保
険
・
介
護
保
険
ど
ち
ら
か

の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
と
き
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
計
算
期
間
は
、
毎
年

８
月
か
ら
そ
の
翌
年
の
７
月
ま
で
で

す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
制
度
が
平
成
20
年

４
月
か
ら
開
始
し
た
た
め
、
初
年
度

の
申
請
に
限
り
左
記
の
期
間
の
両
方

を
計
算
し
、
支
給
額
の
多
い
方
を
支

給
し
ま
す
。

⑴
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
７
月
末

⑵
平
成
20
年
８
月
〜
平
成
21
年
７
月
末

○
支
給
の
対
象
と
な
る
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
に
は
、
愛
媛
県
後
期

高
齢
者
広
域
連
合
か
ら
12
月
以
降
に

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す（
左
記
の
人

を
除
く
）。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
７

月
末
ま
で
の
間
に
、

・
市
町
村
を
越
え
る
転
居
を
し
た
方

・
他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方

○
支
給
は
、
平
成
22
年
１
・
２
月
頃

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
が
利
用
し
た
全
て
の
医

療
保
険
及
び
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

結
果
を
、
各
医
療
保
険
や
介
護
保
険

の
窓
口
で
確
認
し
、
支
給
額
を
計
算

で
き
る
の
が
11
・
12
月
に
な
る
た
め

で
す
。

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
支
給
日

は
異
な
り
ま
す
。

  

な
お
、
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下

の
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
加
入
医
療
保
険
証

・
振
込
用
通
帳

・
認
め
印

・
愛
南
町
介
護
保
険
自
己
負
担
額
証

明
書
（
後
期
高
齢
者
医
療
及
び
国
民

健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
の
方
の

み
）

※
支
給
基
準
日
（
毎
年
７
月
31
日
）

時
点
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

申
請
受
付
窓
口

【
※
注
】

・
①
の
方
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
両
方
の
申
請
を
１
か
所
で
受
付

け
ま
す
。

・
②
の
方
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
両
方
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
計
算
期
間
中
に
市
町
村
を
越
え
る

転
居
を
し
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
窓
口
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

・
計
算
期
間
中
に
医
療
保
険
が
変

わ
っ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保

険
窓
口
へ
申
請
が
必
要
で
す
。 

加入している
医療保険

受付
窓口

電話 ＦＡＸ

①
後期高齢者医療
国民健康保険

町民課 72－7300 70－1316

高齢者
支援課

72－7325 70－1777

各支所でも受付できます

②
上記以外の
健康保険

高齢者
支援課

72－7325 70－1777

各保険者の窓口（全国健康保
険協会、建設連合国保等）
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保
健
福
祉
課
か
ら

平
成
22
年
度

保
育
所
入
所
の
ご
案
内
！

法
務
局
か
ら

供
託
の
新
し
い
制
度 

〜
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・

　
　
　

電
子
納
付
に
つ
い
て
〜

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入

所
希
望
の
方
で
、
新
規
の
方
は
入
所

希
望
の
保
育
所
で
、
現
在
入
所
中
の

方
は
在
園
保
育
所
で
、
「
保
育
所
入

所
申
込
書
」
と
「
家
庭
の
就
労
状
況

調
査
表
」
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
12
月
１
日（
火
）か
ら

12
月
10
日（
木
）ま
で
の
間
に
、
４
月

か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
22
年
５
月
以
降
の
途

中
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

児
童
の
属
す
る
世
帯
員

又
は
近
隣
に
お
住
ま
い
の
祖
父
母
の

方
な
ど
で
、
保
育
の
で
き
る
状
況
の

方
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
保
育
所
へ

の
入
所
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

就
業
状
況（
パ
ー
ト
等
）・
就
職
活

動
後
の
再
調
査
が
毎
年
７
月
頃
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
書
の
記
入
に
あ
た
っ
て

①
入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、平
成
22
年
４

月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

②
面
接
は
、
平
成
22
年
１
月

中
旬
よ
り
予
定
し
て
い
ま

す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

申
込
時
に
必
要
な
添
付
書
類

等
と
面
接
の
ご
案
内
を
添
え

て
個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

延
長
保
育
と
土
曜
午
後
保
育

　

保
護
者
の
就
労
状
況
等
に

よ
り
一
部
の
保
育
所
に
お
い

て
延
長
保
育
（
延
長
保
育
料

１
回
１
０
０
円
、
一
定
の
利

用
申
込
数
に
よ
り
実
施
）
や

土
曜
午
後
保
育
（
無
料
、
申

請
が
必
要
）
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

実
施
保
育
所
（
は
ま
ゆ
う
乳

幼
児
保
育
所
・
柏
保
育
所
・

御
荘
保
育
所
・
城
辺
保
育

所
・
一
本
松
保
育
所
）
へ
の

入
所
を
お
勧
め
し
ま
す
。

通常保育

実施保育所 早出保育 通常保育（月～金） 居残り保育

はまゆう乳幼児保育所 7：00～ 8：30～16：30 ～18：00

船越保育園 7：30～ 8：30～16：30 ～17：00

公立保育所 7：30～ 8：30～16：30 ～18：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土曜日は12：30まで）

土曜日午後保育（申請が必要で無料）・延長保育（１回100円で申請が必要）

実施保育所 土曜午後保育 延長保育（有料）

はまゆう乳幼児保育所 ～18：00 18：00～19：00 土曜日の
延長保育は
ありません。

柏・御荘・城辺・一本松の
各保育所

～18：30 18：30～19：00

　

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
供
託

（
地
代
・
家
賃
弁
済
供
託
等
）
手
続

き
は
、
郵
送
に
よ
る
申
請
、
自
宅
や

事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
供
託
金

の
納
付
の
方
法
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
金
融
機
関
に
あ
る

ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

利
用
し
て
の
電
子
納
付
が
可
能
で

す
。
た
い
へ
ん
便
利
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ

ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

m
oj.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）
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商
工
観
光
課
か
ら

ご
注
意
！
身
に
覚
え
の
な

い
商
品
が
手
元
に
！

企
画
財
政
課
か
ら

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

保
健
福
祉
課
か
ら

こ
ど
も
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ
！

■
送
り
つ
け
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
）
の
手
口
と
被
害

　

注
文
し
て
い
な
い
の
に
、
郵
便
な

ど
で
商
品
を
一
方
的
に
送
り
つ
け
、

代
金
を
請
求
す
る
商
法
を
「
送
り
つ

け
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ

ン
）」
と
い
い
ま
す
。
商
品
を
受
け

取
っ
た
以
上
、
代
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
勘
違
い
し
て
支

払
う
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
、
こ
の

場
合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
代
金
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

送
り
つ
け
ら
れ
る
商
品
は
、
雑

誌
、
健
康
食
品
や
ア
ダ
ル
ト
関
連
商

品
な
ど
様
々
で
す
。
中
に
は
福
祉
の

寄
付
を
装
っ
て
商
品
を
送
り
つ
け
、

代
金
を
請
求
す
る
業
者
も
い
ま
す
。

ま
た
、
代
金
引
換
郵
便
な
ど
で
届
い

た
場
合
は
、
家
族
が
事
情
を
わ
か
ら

な
い
ま
ま
に
代
金
を
支
払
い
、
代
金

を
取
り
戻
す
こ
と
が
困
難
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
は
、
受
け

取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
代
金
引
換
郵
便
な
ど
で
商
品
が
届

い
た
場
合
は
、
支
払
い
前
に
注
文
の

有
無
を
確
認
す
る
な
ど
、
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ひ
と
つ
に

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
が
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み

ど
り
」
で
は
、
子
ど
も
の
心
配
ご
と

等
で
お
困
り
の
方
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
秘

■
商
品
が
届
い
た
ら

☆
商
品
が
届
い
た
日
か
ら
14
日
間

（
商
品
の
引
き
取
り
を
業
者
に
要
請

し
た
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
７
日

間
）
を
経
過
す
れ
ば
、
そ
の
商
品
は

自
由
に
処
分
し
て
構
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
管
期

間
中
に
商
品
を
使
用
し
て
し
ま
う
と

購
入
の
承
諾
と
み
な
さ
れ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
中
に
は
送
り
つ
け
商
法
と
は
断
定

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
心

配
な
時
は
、
送
り
先
の
業
者
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
安
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）

　

商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

《
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ
》

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

者
の
被
害
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
、

「
ふ
れ
あ
い
消
費
生
活
相
談
フ
ェ
ア

（
仮
称
）」
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

11
月
22
日（
日
）10
時
〜
16
時

場
所　

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

密
は
厳
守
し
ま
す
。
い
つ
で
も
、
親

切
・
丁
寧
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
み
ど
り
」

（
℡
０
８
９
５
―

２
６
―

２
２
８
２
）

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
窓
口

県
婦
人
相
談
所（
月
〜
金
）

（
℡
０
８
９
―

９
２
７
―

３
４
９
０
）

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー（
火
〜
日
）

（
℡
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
４
４
）

県
警
察
本
部

（
℡
０
１
２
０
―

３
１
―

９
１
１
０
）

企
画
財
政
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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御荘地区

城辺地区

西海地区

内海地区

一本松地区

生
涯
学
習
課
か
ら

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

の
お
知
ら
せ
！ 

　

現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所
（
平
成
21
年
４
月
調
査
）
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、

最
低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県

か
ら
の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
と

り
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模

の
大
小
に
関
係
な
く
、早
め
に
生
涯
学

習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は
？

　

貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
中

に
文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
、
そ
の
地
域

社
会
に
知
ら
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と

を
い
い
ま
す

開
発
行
為
と
は
？

　

単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的

に
遺
跡（
埋
蔵
文
化
財
）の
状
況
を
変

化
さ
せ
た
り
、事
後
の
調
査
を
不
可
能

に
す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

不
明
な
時
は
？（
ま
ず
は
相
談
を
！
）

　

自
身
の
所
有
す
る
土
地
に
お
い

て
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
等
、
そ

の
土
地
が
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

で
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号 所在地 包蔵地名
城辺地域

41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 太場遺跡
46 緑乙 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50

城辺甲
久保遺跡

51 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56

城辺甲
常盤城跡

57 大森城跡
58 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61

城辺甲
不老の砦跡

62 一夜城跡
63

緑乙
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 城辺甲 御荘焼豊田窯跡
66

久良
高野長英築造の台場跡

67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 緑甲 ホリキリ

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68ヵ所

まずは相談を！
開発には事前の届出が必要です
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愛
南
警
察
署
か
ら

夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
点
灯
・

前
照
灯
こ
ま
め
な
切
り
替
え

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

建
設
課
か
ら

渋
滞
箇
所
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
お
知
ら
せ
！

税
務
課
か
ら

「
年
末
調
整
事
務
説
明
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

愛
南
警
察
署
か
ら

犯
罪
被
害
者
週
間
の

お
知
ら
せ
！

　

10
月
20
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
「
夕
暮
れ
時
の

ラ
イ
ト
点
灯
・
前
照
灯
こ
ま
め
な
切

り
替
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

自
動
車
を
運
転
す
る
際
は
、
日
没

の
30
分
前
を
目
安
に
し
て
、
早
め
に

前
照
灯
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
夜
間
に
お
け
る
自
動
車
の
前
照

灯
は
、
前
方
を
遠
く
ま
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
上
向
き
が
原
則
で
す
。
走

行
中
、
対
向
車
が
あ
る
と
き
に
は
下

向
き
に
す
る
な
ど
、
こ
ま
め
に
前
照

灯
を
切
り
替
え
て
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

愛
媛
県
渋
滞
対
策
協
議
会
で
は
、

県
内
の
混
雑
多
発
箇
所
特
定
の
参
考

と
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間　

11
月
20
日（
金
）ま
で

ア
ン
ケ
ー
ト
方
法

　

国
土
交
通
省
松
山
河
川
国
道
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.skr. 

m
lit.go

.jp/m
atsuyam

/index.htm
l

）よ

り
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な

い
方
や
電
子
メ
ー
ル
を
ご
利
用
に
な

れ
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
交
省
松
山
河
川
国
道
事
務
所

（
℡
０
８
９
―

９
７
２
―

０
０
３
４
）

　

宇
和
島
税
務
署
で
は
、
平
成
21
年

分
源
泉
所
得
税
の
改
正
・
納
付
書
等

の
記
載
要
領
・
年
末
調
整
の
仕
方
に

つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
に
は
、
年
末
調
整

関
係
諸
用
紙
を
封
入
し
た
封
筒
を
、

事
前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
来
場
の

際
に
は
必
ず
送
付
さ
れ
た
封
筒
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
３
）

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

開催日 開催時間 開催会場 対象地域

11月20日
（金）

10：00～12：00 宇和島市役所
２階　大会議室

宇和島市
（個人事業者）
宇和島市吉田町
宇和島市津島町

11月20日
（金）

14：00～16：00 宇和島市役所
２階　大会議室

宇和島市
（法人事業者）

11月24日
（火）

13：30～15：30 愛南町城辺社会福祉会館
３階　中ホール

愛南町

11月26日
（木）

14：00～16：00 鬼北町近永公民館
２階　講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

※説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご来場いただけます。

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

犯
罪
に
関
す
る
相
談
は
０
１
２
０

―

３
１
―

９
１
１
０
（
夜
間
・
休
日
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
※
携
帯
電
話

か
ら
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。
警
察
署
に
も
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

被
害
者
こ
こ
ろ

の
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め
」
で
は
、

研
修
を
受
け
た
支
援
活
動
員
が
、
電

話
相
談
な
ど
を
通
じ
て
、
悩
み
の
解

決
や
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
０
８
９
―

９
０
５
―

０
１
５
０

（
毎
週  

木
・
土
曜
日  

10
時
〜
16
時
）

問
い
合
わ
せ　

愛
南
警
察
署
（
℡
７
２
―

０
１
１
０
）
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

認
知
症
を
学
び
、
地
域
で

支
え
よ
う
！

 

１　

認
知
症
を
理
解
す
る

 

⑤
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
の
考
え
方

■
発
症
の
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
血
管
性

認
知
症
の
予
防
に
は
、
生
活
習
慣

（
運
動
や
食
事
）
に
気
を
配
る
こ
と

が
発
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
（
発
症

を
遅
ら
せ
る
）
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
老
化
に
よ
り
脳
を
使
わ
な
く
な

る
こ
と
で
認
知
症
の
発
症
や
進
行
を

早
め
ま
す
。
し
か
し
、
う
つ
病
や
う

つ
状
態
が
し
ば
し
ば
隠
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
た
だ
誘
い
出
す
対
応
で

は
な
く
、
そ
の
人
の
抱
え
る
不
安
や

混
乱
に
理
解
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
脳
の
活
性
化
を
図
る

　

仲
間
と
一
緒
に
昔
の
遊
び
や
仕
事

な
ど
を
語
る
回
想
法
、
音
読
や
計
算

な
ど
の
学
習
、
音
楽
や
絵
画
な
ど
の

趣
味
活
動
を
通
じ
、
仲
間
と
楽
し
く

過
ご
す
中
で
、
役
割
を
演
じ
、
前
向

き
に
生
き
る
意
欲
が
湧
い
て
き
ま

す
。
本
人
が
嫌
が
る
の
に
強
要
す
る

の
は
本
人
の
ス
ト
レ
ス
や
自
信
喪
失

に
つ
な
が
り
、
逆
効
果
の
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

★
認
知
症
の
方
と
接
す
る
と
き
の

 　

心
が
ま
え

■
「
自
覚
が
な
い
」
は
大
き
な
間
違
い

　

認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
が
つ

く
の
は
本
人
で
す
。
物
忘
れ
に
よ

る
失
敗
や
、
家
事
や
仕
事
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
等
の
こ
と
が
徐
々
に

増
え
、
何
と
な
く
お
か
し
い
と
感
じ

始
め
ま
す
。
認
知
症
特
有
の
「
言
わ

れ
て
も
思
い
出
せ
な
い
物
忘
れ
」
が

重
な
る
と
、
多
く
の
人
は
何
か
が
起

こ
っ
て
い
る
と
い
う
不
安
を
感
じ
始

め
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が
表
れ
ま

す
。

■
「
私
は
忘
れ
て
い
な
い
！
」
に
隠
さ

れ
た
悲
し
み

　

現
実
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
認
知
症

の
人
が
、「
物
忘
れ
な
ん
て
な
い
！
」、

「
病
院
に
行
く
必
要
は
な
い
！
」
と

言
い
張
り
、
家
族
を
困
ら
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
診
断
を
仰
ぎ
本
人
を

支
え
て
い
き
た
い
家
族
に
と
っ
て
、

本
人
の
頑

か
た
く

な
な
気
持
ち
は
困
惑
の
元

と
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
方
で
も
、

自
分
以
外
の
認
知
症
の
方
の
物
忘
れ

が
尋
常
で
な
い
こ
と
は
分
か
り
ま

す
。
「
私
は
忘
れ
て
い
な
い
！
」
と

い
う
の
は
、
「
私
が
認
知
症
だ
な
ん

て
!!
」
と
い
う
や
り
場
の
な
い
怒
り

や
悲
し
み
、
不
安
か
ら
自
分
の
心
を

守
る
た
め
の
反
応
な
の
で
す
。

■
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

　

足
の
不
自
由
な
方
は
杖
や
車
椅
子

を
使
っ
て
移
動
し
ま
す
。
建
物
な
ど

の
段
差
解
消
も
進
み
、
手
助
け
が
必

要
な
場
合
は
援
助
を
頼
み
ま
す
。
し

か
し
認
知
症
の
人
は
自
分
の
障
害
を

補
う
「
杖
」
の
使
い
方
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
方
の

援
助
は
、
障
害
を
理
解
し
、
さ
り
げ

な
く
援
助
で
き
る
「
人
間
杖
」
が
必

要
で
す
。

■
関
わ
る
方
の
心
が
ま
え

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
の
手
助
け
、

さ
り
げ
な
く
、
自
然
に
、
そ
れ
が
一

番
の
援
助
で
す
。

 

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の 

心
得
３
つ
の
「
な
い
」

 

１ 

驚
か
せ
な
い

 

２ 

急
が
せ
な
い

 

３ 

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

＊
具
体
的
な
対
応
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
は
見
守
る　

認
知
症
と
思
わ

れ
る
方
に
気
づ
い
た
ら
、
本
人
や
ほ

か
の
方
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、

一
定
の
距
離
を
保
ち
、
さ
り
げ
な
く

様
子
を
見
守
り
ま
す
。
近
づ
き
す
ぎ

た
り
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見
た
り
す
る
の
は

禁
物
で
す
。

②
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る　

こ
ち

ら
が
困
惑
や
焦
り
を
感
じ
て
い
る

と
、
相
手
に
も
伝
わ
っ
て
動
揺
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

③
声
を
か
け
る
時
は
１
人
で　

複
数

で
取
り
囲
む
と
恐
怖
心
を
あ
お
り
や

す
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
声

を
か
け
ま
す
。

④
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い　

一
定

の
距
離
で
相
手
の
視
野
に
入
っ
た
と

こ
ろ
で
声
を
か
け
ま
す
。
唐
突
な
声

か
け
は
禁
物
で
す
。

⑤
相
手
に
目
線
を
合
わ
せ
て
や
さ
し

い
口
調
で　

小
柄
な
方
の
場
合
は
、

体
を
低
く
し
て
目
線
を
同
じ
高
さ
に

し
て
対
応
し
ま
す
。

⑥
お
だ
や
か
に
、
は
っ
き
り
し
た
滑

舌
で　

ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
し
た

滑
舌
を
心
が
け
、
早
口
、
甲
高
い
声

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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環
境
衛
生
課
か
ら

11
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

保
健
福
祉
課
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
優
先
接
種
）！

　

４
日
・
11
日
・
18
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

12
月
の
引
取
日
は
、

　

2
日
・
9
日
・
16
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

そ
の
土
地
の
方
言
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

⑦
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
ゆ
っ

く
り
対
応
す
る　

相
手
の
反
応
を
伺

い
な
が
ら
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

目
的

　

死
亡
者
や
重
傷
者
の
発
生
を
で
き

る
限
り
減
ら
す
た
め
に
必
要
な
医
療

（
必
要
量
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
な
ど
）

を
確
保
し
ま
す
。

★
接
種
に
際
し
て
、
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
個
人
の
意
思
に
基
づ
く
任
意
接
種

で
す
。

○
優
先
接
種
対
象
か
ら
順
に
接
種
を

し
ま
す
。
優
先
対
象
者
以
外
は
、

優
先
対
象
者
接
種
開
始
時
期
よ
り

前
に
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

○
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
医
療
機
関

が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
２
回
接
種
す
る
場
合
は
、
１
回
目

に
接
種
し
た
受
託
医
療
機
関
で
接

種
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

 

優
先
接
種
対
象
者

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診

療
に
直
接
従
事
す
る
医
療
従
事
者

（
救
急
隊
員
を
含
む
）

②
妊
婦
及
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

③
１
歳
か
ら
小
学
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
ま
で
の
者

④
１
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者
及
び

優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
身
体
的

な
理
由
に
よ
り
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
な
い
者
の
保
護
者
等

　

そ
の
他

　

■
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
、
中
学
生
、
高
校
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
者

　

■
65
歳
以
上
の
者

　

優
先
対
象
者
を
証
明
で
き
る
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

接
種
開
始
時
期

　

優
先
接
種
対
象
者
①
か
ら
順
に
、

国
が
定
め
た
接
種
開
始
時
期
か
ら
実

施
し
ま
す
。
②
に
該
当
す
る
方
の
開

始
時
期
は
、
11
月
以
降
に
な
り
ま

す
。

※
接
種
を
受
け
る
た
め
に
は
、
医
療

機
関
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

 

接
種
費
用

　

原
則
全
額
個
人
負
担
で
す
。（
国

が
定
め
て
い
る
費
用
は
、
２
回
同

じ
受
託
医
療
機
関
で
受
け
た
場
合

６
，
１
５
０
円
）
優
先
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
の
低
い
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
対
し
て
は
、
費
用
負
担
の

軽
減
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
は
、
証

明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

 

接
種
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
３
―

３
５
０
１
―

９
０
３
１

（
受
付　

平
日
10
時
〜
18
時
）

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/b
u
n
ya
/

ken
ko
u
/kekkaku

-kan
sen
sh
o
u
0
4
/

index.htm
l
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南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、

　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
」（
最
終
回
）！

　

愛
南
町
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
愛
媛
大
学
南

予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
伊
藤
克か

つ

敏と
し

で

す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
と
も
に
愛
南
町
へ
越
し

て
き
て
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
当
初
、
新
し
い

土
地
で
の
生
活
や
研
究
に
多
少
の
不
安
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
祭
り
や
様
々
な
行
事
に
も
快
く

参
加
さ
せ
て
頂
い
た
り
と
、
愛
南
町
の
皆
さ
ま
の

温
か
さ
に
触
れ
、
そ
ん
な
不
安
は
一
瞬
に
し
て
吹

き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
愛
南

町
は
と
て
も
魅
力
的
な
町
で
す
。
春
は
潮
干
狩

り
、
夏
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
そ
し
て
イ
ノ
シ
シ
や
サ

ル
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
高
茂
岬
ま
で
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
な
ど
、
愛
南
町
の
自
然
を
堪
能
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
に
綺
麗
に
見
え
る
海

も
、
実
は
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
私
は
、
海
域
調
査
を
は
じ
め
、
沿
岸
域
の
環

境
浄
化
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
効
率
の
よ
い
魚
の
養
殖
を
め
ざ
し
、
養
殖
業

者
さ
ん
と
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
現
場
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入

後列左から２人目が伊藤さん前列左から４人目が山口さん

れ
、
も
っ
と
愛
南
町
に
根
付
い
た
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

愛
南
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
特
定
研
究
員
の
山
口

園そ
の

子こ

で
す
。

　

５
年
前
か
ら
三
浦

猛
た
け
し

教
授
の
研
究
室
で
博
士

研
究
員
と
し
て
働
い
て
お
り
、
昨
年
の
春
に
研

究
室
と
と
も
に
愛
南
町
へ
と
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
私
は
魚
類
の
生
殖
内
分
泌
に
関

す
る
研
究
や
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
環
境
汚
染
が
水

生
生
物
の
繁
殖
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
南
水
研
で
は
、
そ
れ

ら
の
研
究
を
活
か
し
て
、
養
殖
マ
ダ
イ
な
ど
を
用

い
て
魚
類
と
ス
ト
レ
ス
の
関
係
性
、
特
に
ス
ト
レ

ス
が
魚
類
の
性
分
化
や
配
偶
子
形
成
な
ど
の
生
殖

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
研
究
室
内
で
水
産
に
携
わ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
愛
南
町
に
来
て
実
際
に
水

産
業
者
や
愛
南
町
の
方
々
と
一
緒
に
お
話
や
研
究

を
す
る
こ
と
で
、
大
学
の
中
だ
け
で
は
分
か
ら
な

か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
い
つ
も
教
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
南
予
の
水
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
、
さ
ら
に
愛
南
町
か
ら
世
界
へ
と
発
信
で
き
る

よ
う
な
研
究
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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保健事業のお知らせ（１１月）
町
民
課
か
ら

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
を
！

　

平
成
21
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
11
月
19
日（
木
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
「
社
会
保

険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
際
に
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
証
明
書
又
は
領
収
証
書
）
を
申
告

書
に
添
付
す
る
こ
と
が
所
得
税
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
を
納
付
し
た

旨
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
社
会
保
険
庁
で
は
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
様
式
）
を
、

11
月
上
旬
又
は
翌
年
２
月
に
お
送
り

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

 

11
月
送
付
対
象
者 

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
実
績

が
あ
る
方

 

翌
年
２
月
送
付
対
象
者

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
た
方

  

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
等

に
よ
り
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
、
証

明
額
等
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
領
収

証
書
に
よ
り
控
除
額
を
自
己
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国

民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
は
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
な
お
、
年
末
調
整
の
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
、
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

社
会
保
険
庁
の

問
い
合
わ
せ
窓
口
は

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
―

０
７
０
―

１
１
７

【
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
設
置
期
間
】

　

平
成
21
年
11
月
２
日
〜

　

平
成
22
年
３
月
13
日

　

平
日
及
び
第
２
土
曜
日

【
受
付
時
間
】

・
月
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
月
曜
日
は
19
時
ま
で)

・
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
〜
16
時

　

IP
電
話
（
ひ
か
り
電
話
等
）

　

０
３
―

６
７
０
０
―

１
１
３
０

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場所 対象者

乳児健診 11月10日 火
城辺保健福祉センター

H２１年４月１日～５月３１日生

５歳児健診 11月17日 火 H１６年８月１日～９月３０日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場所 受付時間

みるく広場 11月  6日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０

育児相談 11月  9日 月 内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 11月11日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 11月19日 木
西海支所２階

親子ふれあい交流室
９：３０～１１：３０

みなみっ子 11月30日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 月　日 曜日 場所 時　　間

病態栄養相談 11月19日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

11月20日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

11
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１１・１２月行事予定表

第１日曜日   1日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

文 化 の 日   3日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第２日曜日   8日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 15日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第４日曜日 22日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

勤労感謝の日 23日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第５日曜日 29日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511
備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１１月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

6期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

5期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

11/26

12/24

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

11/24

12/22

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
第
２
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各

集
会
所

11/20

12/18

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

11/18

12/16

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

11/16

12/14

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

11/12

12/11

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

11/10

12/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

11/6

12/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

11/4

12/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

11/2

12/1

１１、１２月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

1 日 10：00～16：30 愛南フェスタ2009
御荘文化
センター

7 土 8：30～17：00
マクドナルドカップ
第16回愛媛県学童
秋季軟式野球大会

南レク城辺球場
城辺多目的広場
御荘多目的広場

8 日

10：00～15：00 一本松地域文化発表会
一本松山村
開発センター

16：30～19：00
第1回サロン・オーケストラ
コンサート

御荘文化
センター

11 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地域

12 木 14：00～15：30 認知症介護教室
僧都ふれあい
交流館

14 土

8：30～17：00
トレッキング・ザ・
空海あいなん

（松尾峠へんろ道）

宿毛市大深浦～
御荘文化センター

18：00～20：30

トレッキング・ザ・
空海あいなん
記念セレモニー

「花へんろコンサート」

御荘文化
センター

15 日

8：30～17：00
第2回ジュニア

ソフトボール新チーム大会
南レク御荘
多目的広場

9：00～15：00
第8回4人制

ソフトバレーボール大会
御荘Ｂ＆Ｇ
体育館

9：00～17：00
平成21年度南宇和郡
軟式野球選手権大会

南レク城辺
野球場

9：40～17：00
トレッキング・ザ・
空海あいなん
（柏坂へんろ道）

DE・あ・い・21～
嵐坂（風園）

21 土 9：00～17：00 愛南町文化祭
御荘文化センター
城の辺学習館

22 日
9：00～16：00 愛南町文化祭

御荘文化センター
城の辺学習館

14：00～15：00 作って遊ぼう 御荘夢創造館

23 月 14：00～17：00 愛南町の歌・音頭発表会 御荘文化センター

26 木 8：30～13：00
第14回愛南町

クロッケー親睦交流大会
南レク御荘
多目的広場

29 日 9：30～13：00 西海地域文化発表会 西海体育館

30 月 13：30～16：00
第１回愛南町
社会福祉大会

御荘文化センター
大ホール

１２月

4 金 8：30～13：00 正木の花とり踊り 歓喜光寺ほか

5 土 17：30～20：30
ＮＨＫラジオ

「真打ち競演」公開録音
御荘文化
センター

6 日
8：30～16：00 篠南文化祭

篠山小中学校
体育館ほか

9：00～15：00 内海文化発表会 DE・あ・い・21

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地域

10 木 10：00～17：00
平成21年第4回
愛南町議会定例会

愛南町役場
議場

12 土

13：30～17：30 愛南町ＰＴＡ研究大会
御荘文化
センター

13：30～15：30
愛媛国体

スポーツ振興事業
「愛南町小学生サッカー教室」

南レク
芝球技広場

13 日 8：30～17：00
第5回愛南町スポーツ
少年大会サッカー競技

南レク城辺
多目的広場
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 11月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

出張ひろば「うみの子」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

中浦
保育所

●8日(日)自然の中で遊ぼ
う!炭焼き体験 山歩き等親
子で楽しみましょう。 
●11日(水)出張ひろばわん
ぱくは陶芸遊びです。

●18日 (水 ) 11: 0 0～
11:30保育所栄養士に
よる育児講座(食育指
導)を行います。

●12日(木)10:00～  
愛南消防署を招き、
消火訓練を行いま
す。   

御荘
保育所
ふじ組

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

９：３０

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：３０

御荘
保育所
すみれ組
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に け ー し ょ ん
9/17・10/10

　DE・あ・い・21で「第13回パールジュエ

リー・デザインコンテスト」が開催され、

国内はもとより、韓国や台湾、遠くは南ア

フリカ共和国など海外を含む322名から、

418点の応募がありました。9月17日に行わ

れた最終審査で、最優秀賞に谷
や つ

津博
ひ ろ こ

子さ

ん(東京都)のチョーカー「生まれ落ちる」

が選ばれ、小学生の部では山口沙
さ ら

羅さん

(深浦小)、中学生の部では山内 彩
あ や

さん(内

海中)の作品が、それぞれ第1位に選ばれま

した。その他、優秀賞2点、特選3点など、

合計111点が入賞しました。

　10月10日には表彰式が行われ、一般の

部18名、小学生の部3名、中学生の部1名が

出席し、賞状と記念品が贈られました。表

彰式の後、参加者は真珠養殖場の見学や、

郷土料理を囲んだ交流会などに参加し、美

しい海に囲まれた真珠貝のふるさと愛南

町を満喫しました。

想いを真珠に込めて!パールジュエリーデザインコンテスト

10/11

　知的障害者更生施設「いちごの里」で、「第11回いちご祭」が行われ、各種団体によるバザー

や演芸大会、餅まきなどに多くの方が訪れました。また「いちごの里誕生記念碑」が建立され、

その除幕式が執り行われました。

　演芸大会では、一本松地区の唐獅子、一本松中学校ブラスバンド、お楽しみ抽選会、フラダン

ス、入所者と職員による踊りなどが披露され、賑わいのある祭りとなりました。

地域とともに!「いちご祭」

最優秀賞 「生まれ落ちる」

9/9

　ホテルサンパールと南レクロッジで、「広げよう地域に根ざ

した思いやり」をテーマに、町民生児童委員協議会全体研修

会が開催され、参加者58名が、生活困難家庭への支援や、障

害者の自立生活支援、児童・高齢者への虐待防止など地域

福祉の課題について、研究討議や情報交換を行いました。

広げよう地域に根ざした思いやり!
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愛 南 こ み ゅ
9/14

　9月21日の「敬老の日」を前に、南宇和理容美容組

合(吉村則
の り お

男代表)の有志の皆さんが、地域社会への

貢献活動として24年前から行っているカットボラン

ティアを、町内6か所の老人福祉施設の入所者を対象

に行いました。すっきりとした髪に満足そうな入所者

の皆さんの笑顔が印象的でした。

【参加された方 、々敬称略】

山本安
あ た か

宅、円城寺正
た だ と し

敏、鎌田順
じ ゅ ん こ

子、山中知
と も お

雄、山本

一
か ず な り

成、谷岡久
ひ さ こ

子、岩井安
や す み

美、宇都宮 悦
え つ

、宇都宮典
の り こ

子、

福留浩
ひ ろ こ

子、立花昌
ま さ み

実、橋本スズ子、久德明
あ け み

美、菊池

高
た か ゆ き

幸、冨田一
か ず じ

二、吉田浩
ひ ろ ふ み

史、瀧口賢
け ん い ち

一、二宮千
ち か

香、

鼻﨑律
り つ こ

子、山本妙
た え こ

子、谷口ヒロ子、山本淳
じ ゅ ん こ

子、平田

真
ま い こ

衣子、幸田りえ、吉村則
の り お

男、幸田達
た つ ん ど

人、辰巳正
ま さ お

雄、

藤堂義
よ し ゆ き

幸、立石和
か ず こ

子、宇都宮睦
む つ こ

子、末弘信
し の

乃、藪下

勝
か つ み

美、山口ふさ美、船平丘
た か こ

子、宮本節
せ つ こ

子

シャッターチャンスを狙え!どろんこ
サッカー大会フォトコンテスト公開
審査会

10/3

　篠山小中学校体育館で、写真家で二科会写真部会

員の原田政
ま さ あ き

章さん(宇和島市)と犬飼恵
し げ と し

俊さん(同)を

審査員に招き、「第19回県境篠山騒動どろんこサッ

カー大会フォトコンテスト」公開審査会が行われまし

た。県内外の写真愛好家68名から寄せられた259点

の作品から入賞作品21点が選ばれました。
【審査結果は次のとおりです。
　なお、最優秀・優秀・特選・町内入賞者のみ掲載】

最優秀賞 「争奪戦」樋口良
よ し お

夫(宇和島市)
　　　　　　  ※左写真（3枚）

優秀賞    「競い合い」森 敏
と し ひ ろ

弘(四万十市)

特選   　 「オーバーヘッドキック」野口 務
つ と む

(宿毛市)

特選     「泣き笑いのドロンコ」岡村恭
き ょ う こ

子(宿毛市)

入選   　 「青春しぶき」濱本秀
ひ で お

雄(船越)

　　　　 「覇者、宙に舞う」中川八
や ち よ

千代(久良)　　　

　　　   「ドロンコスマイル」沖野利
と し ふ み

文(広見)

髪すっきり!髪
C U T

ボランティア2009

みしま荘 自在園

柏寿園

最優秀賞「争奪戦」
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ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！

愛
南
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

7/　

 25

小 4以下準優勝
一本松少年サッカークラブ

　

緑
公
民
館
前
土
俵
で
「
緑
八
朔
相
撲
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
に
75
名
22

チ
ー
ム
、
一
般
の
部
に
24
名
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
取
り
組
み
に
は
保

護
者
や
観
客
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
一
般
の
部
で
は
迫
力
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

日
も
落
ち
、
辺
り
が
暗
く
な
る
頃
、
最
後
に
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
経
験
者
28
名

に
よ
る
古
式
に
則
っ
た
宮
相
撲
も
行
わ
れ
、
秋
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
行
事
で
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
】

小
学
生
の
部

学
年
別
個
人
戦

  

1
年
生 

優
勝 

森
岡
夢ゆ

め

じ次 

（
僧
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

準
優
勝 

粟
野 

岬
み

さ

き  

（
平
城
）

  

2
年
生 

優
勝 

伯
耆
諒

り

ょ

う

す

け丞 

（
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

準
優
勝 

尾
﨑 

仁じ

ん  

（
平
城
）

秋
到
来
!
緑
八
朔
相
撲

宮相撲

8/　

 9～

小 4以下優勝
平城フットボールクラブ

高校生の部準優勝
南宇和高校

中 2以下準優勝
城辺中学校         

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
芝
球
技
場
ほ
か
で
、
小
学
4
年
生
以
下
・
6
年
生
以
下
（
7
/
25
・
26
、
24
チ
ー
ム
）
、
中
学
2
年
生
以
下
（
8
/
1
・
2
、

11
チ
ー
ム
）
、
高
校
生
（
8
/
7
〜
9
、
6
チ
ー
ム
）
の
各
部
に
、
県
内
外
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
「
愛
南
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
9
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
】

小
学
4
年
生
以
下
の
部　

優　

勝 

平
城
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

          　
　
　
　
　
　

  
準
優
勝 

一
本
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

小
学
6
年
生
以
下
の
部　

優　

勝 

八
幡
浜
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
八
幡
浜
市
）

          　
　
　
　
　
　

  

準
優
勝 

オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
保
内
（
八
幡
浜
市
）

中
学
2
年
生
以
下
の
部　

優　

勝 
宇
和
島
南
中
（
宇
和
島
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

      

準
優
勝 
城
辺
中

高
校
生
の
部     　
　
　

 

優　

勝 

立
正
大
学
淞
南
高
校
（
島
根
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

準
優
勝 

南
宇
和
高
校

9/　

 5
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9
月
20
日
に
大
阪
市
で
行
わ
れ
た
「
第
4
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年

剣
道
優
勝
大
会
」
に
、
小
学
生
の
部
と
し
て
岡
本
雄ゆ

う

ひ飛
く
ん
（
深
浦
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）
、
久
德
真ま

こ子
さ
ん
（
城
辺
子
供
剣
道
会
）
が
、
中
学
生
の
部
と

し
て
島
津
亜あ

り

さ

理
紗
さ
ん
（
南
宇
和
剣
道
会
）
が
、
愛
媛
県
代
表
選
手
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
愛
媛
県
代
表
チ
ー
ム
は
、
中
学
生
の
部
で
は
惜
し
く
も
予

選
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
部
で
は
見
事
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。

み
ん
な
元
気
に
プ
レ
ー
!

9/　

 16・24

  

3
年
生 

優
勝 

土
居
佑ゆ

う

や也 

（
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

準
優
勝 

西
田
顕け

ん

ご吾
（
城
辺
）

  

4
年
生 

優
勝 

濵
田
恭

き

ょ

う

す

け輔 

（
赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

準
優
勝 

近
平
昌ま

さ

ひ

ろ優
（
平
城
）

  
5
年
生 

優
勝 

都
築
汰た

い

ち知 

（
赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

準
優
勝 

清
水
一い

っ

ぺ

い平
（
赤
水
）

  
6
年
生 

優
勝 

山
木 

穣
じ

ょ

う   

（
赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）   

準
優
勝 

幸
田
真ま

な菜
（
城
辺
）

団
体
戦

  

低
学
年 
優
勝 

城
辺
相
撲
ク
ラ
ブ　

      

準
優
勝 

平
城
A

  

高
学
年 
優
勝 
赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

準
優
勝 

平
城

一
般
の
部

  

団
体
戦 

優
勝 

山
出
青
壮
年
ク
ラ
ブ
A　

準
優
勝 

緑
小
P
T
A

クロッケー大会優勝 中川 A

小学生の部

グラウンドゴルフ大会優勝
宮崎さん

燃
え
よ
剣
!
本
町
選
手
が
全
国
剣
道
大
会
で

大
活
躍

9/　

 20

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
で
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
「
第
5
回
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
」
（
9
/
16
）

と
「
第
6
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
（
9
/
24
）
が
行
わ
れ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
に
29
チ
ー
ム
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
1
2
2
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
】

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会　
　
　
　

優
勝 

中
川
A  

準
優
勝 

広
見
A  

3
位 

中
川
C
・
一
本
松
A

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

優
勝 

宮
崎 

定
さ

だ

む

（
城
辺
甲
）  

準
優
勝 

湯
浅
美み

か

よ

加
代
（
御
荘
長
月
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
位 

尾
﨑
和か

ず

す

け助
（
御
荘
平
城
）

左端 島津さん

左端 久德さん、右から 2人目岡本くん
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愛
媛
県
労
働
局
か
ら

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会
制
度
！

◆
内
海
俳
句
会

チ
チ
ロ
の
夜
越
し
方
妻
と
語
り
け
り

か
ま
き
り
の
頷
く
程
に
老
い
に
け
り　
　
　
　

好
岡
東
明
子

呟
き
て
渚
に
拾
う
小
春
凪

夜
長
の
句
一
句
寝
か
せ
て
生
ま
れ
け
り　
　
　

太
田
信
子

は
る
か
な
る
風
車
目
差
せ
り
萩
の
道

そ
ぞ
ろ
寒
あ
わ
て
て
は
ず
せ
り
玉
の
れ
ん　
　

ほ
た
る
草

燭ひ

を
恋
い
て
訪と

ふ
は
夜
更
の
螽
き
り
ぎ
り
す

萩
零こ
ぼ

る
切
磋
琢
磨
と
句
を
吟
ず　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
篠
南
川
柳
会

力
瘤
見
せ
て
爺
ち
ゃ
ん
ま
だ
元
気　
　
　
　
　

幸
枝

助
か
っ
た
合
図
も
ら
っ
た
鼠
捕
り　
　
　
　
　

マ
ッ
チ
坊

盆
踊
り
ま
だ
ま
だ
足
が
よ
く
上
が
る　
　
　
　

清
子

美
女
の
群
水
面
で
競
う
足
の
技　
　
　
　
　
　

保
美

釣
り
に
行
く
息
子
は
何
時
も
恵
比
須
顔　
　
　

善
子

郷
愁
が
た
だ
よ
う
香
り
お
茶
を
煎
る　
　
　
　

す
み
子

南
部
鉄
音
色
に
ほ
れ
て
一
個
買
い　
　
　
　
　

良
子

振
り
返
り
路
傍
で
百
合
の
香
を
拾
う　
　
　
　

芝
田

元
気
か
い
幸
せ
で
す
よ
と
子
の
便
り　
　
　
　

お
か
の

待
ち
合
せ
足
音
だ
け
で
胸
踊
り　
　
　
　
　
　

千
代
子

人
様
の
手
足
に
な
れ
る
介
助
犬　
　
　
　
　
　

由
紀
子

急
が
し
い
後
の
楽
し
み
魚
釣
り　
　
　
　
　
　

京
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

山
の
墓
萩
の
ひ
と
む
ら
枝
垂
れ
咲
き
時
お
り
鳶
の
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
と
啼
く　
　
　
　
　
　

井
村　
　

操

廃
校
の
碑
の
文
字
「
夢
」
「
絆
」
友
は
限
界
集
落
に
住
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

猪
う
ど
ん
大
釜
三
つ
に
薪
で
炊
く
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
盛
り
あ
が
り
ゆ
く　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

百
姓
が
百
姓
を
す
る
嬉
し
さ
よ
田
の
隅
を
刈
る
鎌
よ
く
切
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
本　

清
子

年
毎
に
背
の
低
く
な
り
ネ
グ
リ
ジ
ェ
の
裾
を
踏
み
そ
う
っ
と
背
を
伸
ば
す　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

木
陰
に
沿
ひ
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
行
く
今
日
は
一
キ
ロ
蝉
時
雨
の
路　
　
　
　
　

清
水　
　

香

呉
竹
の
ス
ペ
ア
イ
ン
ク
を
買
ひ
た
き
に
古
き
文
具
店
シ
ャ
ッ
タ
ー
下
り
ゐ
る　
　
　
　

前
田　

知
子

ポ
ッ
ト
に
育
つ
白
菜
の
苗
を
植
え
ん
畑
を
耕
し
終
え
て
昼
を
ま
ど
ろ
む　
　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

麻
酔
よ
り
覚
め
て
眺
め
る
朝
の
庭
緑
ふ
く
ら
む
静
け
さ
に
み
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村
寿
美
子

何
時
し
ら
に
萎
れ
初
め
た
る
庭
草
の
中
に
目
を
引
く
紅
の
薔
薇　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

敗
者
思
い
負
け
て
未
熟
を
省
み
る
剣
の
教
え
に
自
制
を
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、

労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
、
11
月
を
「
労
働

時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
と
し
て
、
①

時
間
外
労
働
協
定
の
適
正
化
等
に
よ
る
時
間
外
・

休
日
労
働
の
削
減
、
②
長
時
間
労
働
者
へ
の
医
師

に
よ
る
面
接
指
導
等
労
働
者
の
健
康
管
理
に
か
か

る
措
置
の
徹
底
、
③
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の

徹
底
を
中
心
に
、
労
使
関
係
者
に
対
し
て
広
く
周

知
・
啓
発
等
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
一
斉
「
労

働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

―
全
国
一
斉 

労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
―

　

長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
の
相
談
に

愛
媛
労
働
局
の
職
員
が
対
応
し
、
対
応
策
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

労
働
基
準
監
督
署
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
、
問
題

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
監
督

指
導
の
実
施
な
ど
的
確
な
対
応
を
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時　

11
月
21
日（
土
）
９
時
〜
17
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
―

７な
く
し
ま
し
ょ
う

９
４
―

７長
い
残
業
１
３

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
被
害
に
あ
っ
て
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
け
れ
ど
も
、
検
察
官
が
加
害
者
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不

起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会

で
す
。
審
査
の
相
談
・
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一

切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
（
ビ
デ
オ
映
画

の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ

　

宇
和
島
検
察
審
査
会
事
務
局
（
松
山
地
方
裁
判
所
宇

和
島
支
部
内　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）に問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
 １１月１０日（火）14時～16時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １１月１４日（土）・２５日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

保
健
福
祉
課
か
ら

「
第
10
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海 

図
画
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

（９月受付分）

（９月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
宇
和
島
海
上
保
安
部
か
ら

「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ
う
労
働
保
険
」！

愛
媛
県
労
働
局
か
ら

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

地区名 子の名 保護者

御荘平城 浅　野　花
か

　帆
ほ

真
しん

二
じ

御荘平城 山　本　苺
まい

　花
か

幸
こう

治
じ

城 辺 甲 宇　野　稜
りょう

  佑
すけ

誠
まさ

之
ゆき

御荘平城 平　野　太
たい

　陽
よう

哲
てつ

也
や

御荘長洲 入　濱　心
し

　穏
おん

惇
あつ

司
し

増　　田 増　岡　悠
ゆう

　陽
ひ

利
とし

彦
ひこ

城 辺 甲 森　　　藍
あい

　斗
と

政
まさ

志
し

御荘平城 高　田　将
しょう

  伍
ご

陽
よう

介
すけ

御荘平城 脇　田　　　怜
れい

真
しん

佑
すけ

城 辺 甲 竹　本　朱
あや

　花
か

邦
くに

彦
ひこ

御荘平城 福　原　琴
こと

　子
こ

正
まさ

和
かず

地区名 亡くなった方 享年

大 成 川 清　本　トモヱ 98歳

中　　浦 二　宮　節
せつ

　子
こ

67歳

御荘長月 髙　橋　シ　モ 97歳

福　　浦 谷　本　英
ひで

　典
のり

68歳

城 辺 甲 中　山　久
ひさ

　志
し

79歳

城 辺 乙   實　好　　　諄
じゅん

72歳

岩　　水 大　野　園
その

　惠
え

63歳

中　　川 中　尾　鐵
てつ

　男
お

86歳

中　　浦 藤　代　嘉
よし

　子
こ

71歳

御荘平城 本　田　平
へい

一
いち

郎
ろう

87歳

城 辺 甲 吉　水　亀
かめ

　城
しろ

90歳

中　　川 松　岡　祐
ゆう

　吉
きち

72歳

麦 ヶ 浦 中　井　亀
かめ

　夫
お

95歳

中　　玉 本　多　ヨリヱ 100歳

城 辺 甲 浅　山　トモヱ 91歳

御荘平山 山　本　ナ　ヲ 102歳

御荘平城 山　下　トキワ 94歳

中　　浦 猪　野　文
ふみ

　代
よ

67歳

増　　田 幸　田　ハナヱ 101歳

小　　山 釣　井　鋼
かね

　雄
お

85歳

御荘平城 山　内　コモト 94歳

城 辺 甲   中　川　　　章
あきら

52歳

久　　良 竹　田　
たか

　明
あき

71歳

中　　浦 松　本　文
あや

　尾
お

81歳

御荘平城 猪　﨑　皆
みな

　代
よ

74歳

御荘平城   橋　本　　　昇
のぼる

76歳

下 久 家 濱　田　信
のぶ

　夫
お

56歳

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
管

内
で
２
３
３
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
の

あ
っ
た
図
画
を
広
く
一
般
の
方
々
に
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
海
洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た
め

図
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

会
場　

津
島
や
す
ら
ぎ
の
里　

大
ホ
ー
ル

期
間　

11
月
24
日（
火
）〜
11
月
30
日（
月
）

　
　
　

10
時
〜
17
時

※
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は
13
時
ま
で
の
開
場
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

宇
和
島
海
上
保
安
部

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
６
）

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
。社
員
、従
業
員
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
会
社
は
、す
ぐ
に
労
働
保
険（
労
災
・
雇
用
）に
加
入
を
。

問
い
合
わ
せ

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２
）

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島　

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９
）

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
し

て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
い
て
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す

る
方
に
、
子
ど
も
の
養
育
を
お
願

い
す
る
制
度
で
、
里
親
手
当
の
支
給

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
里
親
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

里
親
の
申
込
み
な
ど
、
詳
し
く

は
愛
媛
県
南
予
児
童
相
談
所
（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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　「むかしむかし、ずっと

いなかのしずかなところに

ちいさなおうちがありまし

た。」

　先日、書店で見つけたあ

る絵本『ちいさいおうち』

の冒頭の一節です。私が小

さいころ母によく読んでも

らっていた絵本で、懐かし

く手にとりました。

　この絵本には、「ちいさ

いおうち」を取り巻く、時

の移り変わりがゆっくり描

かれています。自然の美し

かった田舎に、まず道路が

できて車が行き交います。

やがて住宅がたくさん建て

られ、電車や地下鉄も整備

されます。最後には高層ビ

ルが建ち並び、人々が忙し

く行き交う大都会へと変っ

ていきます。もう星空は見

えず、四季の移り変わりも

わからなくなり、「ちいさ

いおうち」は田舎が恋しく

なります。

　アメリカの絵本作家バー

トンによって 1942( 昭和

17) 年に出版された絵本で

すが、文明の発展が壊して

しまうもの、失わせてしま

うものを、心に染み入るよ

うに教えてくれます。

　愛南町にはまだまだ多く

の自然が残っていますが、

便利な社会になっても自然

の大切さを忘れないでいた

いものです。子どもだけで

なく、大人の方にも読んで

いただきたい一冊です。

愛南町の人口
（平成２１年１０月１日現在）

世帯数　10,995 戸　
人口　   25,862 人
　男　   12,095 人
　女      13,767 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

　城辺小学校で栽培されている、絶滅危惧種
の「ソナレギク」です。大洲農業高校がバイ
オテクノロジーを駆使して培養した苗を、譲
り受けて栽培しています。白い花びらの可愛
らしい花です。
  

　一本松中川地区の田園に咲く満開のコスモ
スです。地元有志の方々によって10月 17日、
18 日に「第 3回中川ミニコスモス祭」が行わ
れました。


